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第１回「ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業」 

中間評価検討会 

議事録 

１．日 時  ２０２２年１１月３０日（水） １６：００～１８：００ 

２．場 所  オンライン

３．出席者 

  （検討会委員）［敬称略・五十音順、※は座長］ 

賀川 勝 株式会社矢野経済研究所 ICT・金融ユニット 上級研究員 

川原 伸章 株式会社デンソー シニアアドバイザー 

※下條 真司 大阪大学サイバーメディアセンター センター長／教授 

原田 博司 京都大学大学院 情報学研究科 通信情報システム専攻 教授 

平本 俊郎 東京大学 生産技術研究所 教授 

  （事務局） 

商務情報政策局 情報産業課 

デバイス・半導体戦略室長 荻野 洋平 

高度情報通信技術産業戦略室長 積田 北辰 

室長補佐 齋藤 尚史 

室長補佐 鈴木 徹也 

係長 二瓶 望美 

技術開発専門職 佐藤 恵太 

  （評価推進部署） 

産業技術環境局技術評価室 

  技術評価係長 浅野 常一 

  （事務局） 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） IoT推進部 

ポスト５Ｇプロジェクト推進室長 田場 盛裕 

４．配布資料 

資料１ 評価検討会委員名簿 

資料２ 研究開発評価に係る委員会等の公開について 

資料３ 経済産業省における研究開発評価について 

資料４ 評価方法（案） 
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資料５ 評価コメント及び評点票 

資料６ 技術評価報告書の構成（案） 

資料７ 評価用資料 

資料８ 補足説明資料 

資料９ 研究開発成果詳細資料（非公開） 

質問票 

 

５．議事 

（１）開会 

事務局（佐藤技術開発専門職）から、出席委員・事務局等の紹介が行われた。 

  委員の互選によって、下條委員が本検討会の座長に選出された。 

 

（２）研究開発評価に係る委員会等の公開について 

  事務局から、評価検討会の公開について説明がなされた後、本評価検討会について、会

議、配布資料、議事録及び議事要旨を公開とすることが了承された。 

 

（３）評価の方法等について 

  事務局から、「資料４ 評価方法（案）」、「資料５ 評価コメント及び評点票」、「資料６ 

技術評価報告書の構成（案）」により、評価の方法等について説明がなされ、以下の質疑

応答の後、了承された。 

 

【下條座長】ありがとうございました。ただいまの御説明について、何か御意見、御質問ご

ざいますでしょうか。ちょっと確認ですけれども、Ａ、Ｂ、「通信システム」と「半導体」

と両方ありますけれども、それぞれ専門性が委員の方々、おありになるようですけれど

も、全般に、とにかく１人の委員が全部見るということですかね。 

【事務局】そうですね。どちらかだけということではなくて、ＡとＢと両方、評点とコメン

トとをお願いできればと思います。 

【下條座長】了解です。それぞれの御専門はありつつも、両方のシステムを見ていただくと

いうことで、了解しました。そうしましたら、ただいまの評価方法、それから、技術評価

報告書の構成については、基本的に事務局の提案に沿って進めていただくということに

したいと思います。 

 

（４）事業の概要について 

  事務局（荻野室長、積田室長）から、「資料８ 補足説明資料」により、ポスト５Ｇ情報

通信システム基盤強化研究開発事業、ポスト５Ｇ情報通信システムの開発、先端半導体

製造技術の開発の概要について説明があり、以下の質疑応答及び講評がなされた。 

 

＜ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業＞ 

 特に質疑なし。 
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＜ポスト５Ｇ情報通信システムの開発＞ 

【下條座長】ありがとうございます。ここで皆様から御意見、御質問等をいただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

まず私から、ちょっと御質問をしたいのですが、先ほど８ページのところで、ある種ロ

ードマップというか、全体の絵を描きながら、強みを生かして投資をしているということ

ですけれども、これは、それぞれがばらばらに行われているようだと、何か日本としての

強みにつながらない気がしていて、例えば今回見たＯ-ＲＡＮに関して言うと、それぞれ

補完するような位置づけにあるので、お互いの連携があってもいいかなと思ったんです

けれども、委託企業内での連携みたいな話は、どこかであるんですかね。 

【事務局】御質問ありがとうございます。担当補佐の鈴木と申します。御指摘いただきまし

たように、全体としてどのように組み上げていくかというのは、もちろん課題でござい

ますし、留意してございます。 

具体的に申しますと、現在できていることとしましては、先ほどありましたオープンイ

ンターフェースの検証につきましては、これは、ＮＥＣ、富士通さんに担当いただいてお

りますけれども、本来でしたら、競合になるわけでございます。ですが、これは協調的に

やったほうが市場に入っていくだろうということで、実は共同をテーマとしてやるよう

な営みがございます。 

本来は、おっしゃっていただいたように、システム全体として組み上げるのが望ましい

形ではある一方で、ビジネスベースで商用化の検討が進んでいきますから、個別の事業者

間の連携あるいは協力によって進んでいくことになります。 

具体的に申しますと、例えば楽天さんのようなＳＩｅｒ、組み上げる方が、例えばＮＥ

Ｃさん、富士通さんのパーツを使ってシステムを組み上げたりですとか、ここにはありま

せんけれども、ＮＴＴドコモのようなところが組み上げるといった形で、実態としては進

んでいる形でございます。 

以上となります。 

【下條座長】ありがとうございます。そういったプロモーションもされているということで

すかね。ありがとうございます。ほかに皆様から御意見とか御質問ございますでしょう

か。それでは、原田さん、お願いします。 

【原田委員】今、下條先生が御質問いただいたところにも関連しますけれども、６ページ目

に挙げられているように、いわゆるＯ-ＲＡＮを使った、いわゆるソフトウエア化をして

いくことは、参入機会が拡大するということで、市場展開のチャンスは増えていくと思

います。 

８ページ目に行っていただいて、その観点で見たときに、やはり、今回、先ほど下條先

生がおっしゃられたように、若干ばらばら感があるということと、赤の「日本の強み」と

いうところを、せっかくＯ-ＲＡＮでインターフェースをある程度標準化しつつあるので

あるならば、それにどれぐらい合わせようとしているのかというビジョンをきっちりと、

この担当者の、責任者の方に、我々にもちゃんとお伝えいただいたほうが、私はよいので

はないかなと考えています。コンポーネント１個ずつでは、なかなか勝ちづらいところが

あるので、やはりＯ-ＲＡＮで、一つきっちりと一体化させていくというところは重要で

はないかと思っております。 
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そのようなことで、まず参入ができる形で皆さん作っていらっしゃるのかというのが

１つ目です。 

あとは、ネットワーク側、先ほど楽天さんのお話がありましたけれども、集約する側は、

参入する機会を拡大させるようなインターフェースを、このプロジェクトでまず作られ

ているのかどうかというところを、少し教えていただきたいところがございます。 

【事務局】御質問ありがとうございます。御質問を、ちょっと確認させていただきたいので

すが、参入できる形で、インターフェースというのは、Ｏ-ＲＡＮのような標準インター

フェース…… 

【原田委員】Ｏ-ＲＡＮのようなインターフェース、もしくは、先ほどおっしゃられたように、

富士通さんとＮＥＣさん、楽天さんのところでつながるような形でやればいいだろうと

いうお話をされたと思いますが、実際にそうなれるように、今回の開発ではインターフ

ェースを作られていると考えてよろしいのでしょうか。 

【事務局】はい。通信の世界では、先生も御専門でいらっしゃるかと思いますが、標準にの

っとってまずは作ることがベースとなりますので、開発の条件としまして、3GPPのこの

標準に乗っかるように、あるいはＯ-ＲＡＮの規格に乗っかるように行くということを、

まず前提として進めてございます。 

一方で、標準化の世界でよくあることですけれども、標準としては確定していますけれ

ども、いざつなごうとしたら、パラメーターの解釈違い等でつながらないようなケースは

よくございます。そういったことを考慮しまして、このオープンインターフェースの相互

接続検証をうまくやるような技術開発も併せてやっている次第でございます。 

こういった表向きの標準化に対応するところだけではなくて、先ほどのソフトの観点

で言いますと、実はソフトといえども、汎用サーバーとの相性ですとか、あるいはソフト

化すると、クラウドに乗せるような、そういったケースもございます。実際の商用化する

に当たっては、各事業者が対象とする汎用サーバーですとか、クラウドの事業者と連携し

まして、泥臭く検証するところまで含めてやっていただいているという次第になります。 

【原田委員】質問というより端的にお話をさせていただくと、いいベンダーがつながるよう

に、このプロジェクトでは、何らかの形で持っていかれたいのか、それとも、それはベ

ンダーがやればいいという考えなのか、その辺の方向性だけ教えていただければと思い

ます。 

【事務局】基本的には、オープンＲＡＮを実際にインテグレートして、ちゃんとシステムで

機能させるというのは、各ベンダーさん、パーツメーカーさんは、それぞれオープンＲ

ＡＮ自体は御案内かもしれませんけれども、いわゆるデジュール標準という形でオープ

ン・アライアンスといったようなところで、インターフェースで標準化を、そういう企

業間、複数の企業間で合意をして作っていくような中で、その標準に合わせたからとい

って、本当に単純につなげば機能するのかというと、そうではないというところなわけ

ですね。 

それで、そうしたところで、それを、全体をインテグレートするところの技術開発要素

はまだ残っているのだろうと認識してございます。 

それで、Ｏ-ＲＡＮ自体、まさに商用化は日本が世界から見ても進んでいるわけですね。

事業者さん、実際にオープンＲＡＮという形で、日本ではやっている。一方で、海外の市
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場を見ると、まだまだ、先ほど円グラフであったようなエリクソンとかノキアという形

で、全体パッケージで提供されたものを導入しているところがほとんどでありまして、そ

うした中で、各国で周波数も異なれば、いろいろな環境が異なる、さらには日本のベンダ

ーだけの寄せ集めではなくて、海外のベンダーとの組み合わせもある中で、そこをしっか

りと統合していくというところは、今回の研究開発を担われている各ベンダーさんの努

力で何とかなるという、必ずしもそこで完結しない話と思ってございますので、そういっ

た意味で、オープンＲＡＮの推進をしていく、あるいはそれを実現していく、今回の、ま

さに個別の研究開発分野で研究開発を進められている事業者さんが、実際に市場をとっ

ていく上では、そこのシステムにどう入っていくかというところが重要ですので、まさに

統合する部分については、まだまだ課題があると思ってございます。 

【原田委員】もし統合する部分を、２社でもいいので、世界に先駆けてできれば、かなりイ

ンパクトはあると私は思っていまして、何らかの形でやられたほうが、先ほどの「市場

を増やす」というのに、かなりつながるような気はしています。 

そこが、２社でもつながれば、いろいろデバイス、ミリ波のデバイスとか作られていま

すけれども、次に、そこに今度は枝葉ができていくはずなので、さらにそこにインターフ

ェースが付いている、まず２社だけでもつながっていくことで、少しずつ他のベンダーも

広げていくという輪の中心を日本が担うという点もあるのではないかなと思っていた部

分がございますので、御参考にしていただければと思っています。 

【事務局】ありがとうございます。まさにそれは、担い手がベンダー、個別の機器を研究開

発されて、製造されるベンダーさんなのか、あるいは実績のあるオペレーターなのか、

いろいろなプレイヤーが、ここの部分、まだ途上のところだと思いますので、まさに先

生の御指摘のとおり、そういったところをよく考えて、今後の対応を検討してまいりた

いと思います。ありがとうございます。 

【原田委員】オペレーターが中心になるのが難しくても、例えばローカル５Ｇみたいにロー

カルな部分でつなぐこともできるはずなので、つなぐというところが日本の強みなのか

なと思いながら見ている部分がありました。それがまず１点です。 

すみません、ほかの方が質問されている中で、もう一点、質問させていただきたいので

すが、このそれぞれのシステムですけれども、今のアクセスネットワークの現状を踏まえ

て、ある程度理解されて、その研究成果のデプロイメントシナリオというのは、皆さん考

えられていると考えてよろしいのでしょうか。 

【事務局】御質問ありがとうございます。もちろん事業者の皆さんお考えのことと思います。

実績のあるベンダー様が多く参加されておりますので、日本の現状のみならず海外の状

況も踏まえて御計画いただいております。 

具体的には、光の回線があったりとか、それが十分ないところは、無線でバックホール

を組むようなケースもございます。そういったところは、例えばＮＥＣさんが固定無線伝

送システムを提案いただいておりますけれども、そういったものを活用しながら世に出

していく、そういうような想定でございます。 

【原田委員】そのあたりですけれども、多分この各プロジェクトのプロジェクトリーダーの

方が、ある程度集まられて何かビジョンを作らないと、例えば今５Ｇの、先ほどＤＵと

ＲＵのお話がありましたが、今回の成果も多分そうだと思いますが、ＤＵとＲＵの間と
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いうのは、かなりデータ容量が多いので、実際の光ファイバーでつないだときに、あま

り距離が伸ばせないという問題があって、たくさんのＲＵをたくさんつなぐという、難

しいところがありますけれども、今回の光通信の、いわゆるデバイスを作られていて、

その距離が伸びたりするとか、それができなければ無線ならば、それが逆に伸ばせるの

かどうかとか、いわゆるシステムの観点で、マネージャーの方々がちゃんと集まられて、

現状、いわゆる５Ｇが出てきてから３年ほどたっていろいろな問題が出てきているので

すが、その問題にちゃんと対処できるような形で、これらのシステムが作られているの

かどうかというところを、少し何らかの形でシェアをする必要性はあるのかなとは、も

ちろんそれぞれの案件でものを作るということは大変だと思いますけれども、やはり３

年間進んだ分だけ、いろいろな課題も明確化してきていると思うので、今の重要な点は、

世界の基地局ベンダーよりも、より魅力的なものを作らないといけないので、課題を早

く見つけて、それに対応するような形で、システムの観点で、特にデバイスというか、

コンポーネントを作らないといけないと思うので、そのあたりも何か少し協調してディ

スカッションできる場を、もし提供していただければ、もう少しかなり、ほかのベンダ

ーよりも魅力的なものができるのかなと、相互接続もでき、かつ今の問題点も解決がで

き、そういったものができると、非常に魅力的になるのではないかなと思っております。

以上です。 

【事務局】ありがとうございます。まさに、こうした研究開発、かつてのばらばらというこ

とではなく、まさにシナジーが発揮できるように、私ども少し工夫を考えてまいりたい

と思います。 

あと、また場合によっては、こうしたベンダーさんですけれども、国内で全てを完結す

ることでは、やはりないということだと思いますので、海外のベンダーさんとも、そうい

う意味では、競争相手ではあるものの、システムを組んでいく中では補完関係がある場合

もございます。 

そうした中で、いずれにしましても、各事業者さん、開発されている事業者さん、タコ

つぼで終わるのではなく、少なくとも私どものプログラムでやっている以上は、この中で

もいろいろとシェアをしながらシナジーが生まれるような、そうした取組を考えてまい

りたいと思います。ありがとうございます。 

【原田委員】期待しております。 

【下條座長】ぜひよろしくお願いします。ありがとうございます。それでは、川原先生、お願

いします。 

【川原委員】川原です。Ｏ-ＲＡＮ標準化の取組等は、これは正しい方向だと思いますけれど

も、仕様とか機能が同じになると、あとはコストの話になってくるかなと思うのですが、

ＨＵＡＷＥＩさんとかは、基地局とかにしても、非常に価格が安くて、と思うんですけ

れども、コンペチターの将来の価格動向とか、なかなか難しいと思いますが、それに対

して十分コスト競争力のある目標設定になっているのかとか、そこら辺のマネジメント

は大丈夫でしょうか。 

【事務局】御質問ありがとうございます。おっしゃるとおりでして、Ｏ-ＲＡＮと言いまして

も、それが既存の基地局に対して、性能面なり価格面で勝てないと入っていかないとい

うのは、おっしゃるとおりだと思います。マネジメントといたしましては、採択審査の



 7 

段階で、他社にベンチマークを取りまして、調べたりとか、レポート等を駆使しまして、

どれぐらいのコスト感かというのも調べた上で、これなら性能、価格面で取り入れられ

るだろうということを把握しながら進めている次第であります。 

また、既存のベンダーとは違いますのは、仮想化等になりますと、ＣＡＰＥＸ，ＯＰＥ

Ｘ等が下げられるというようなことを提案している日本の会社もございますので、そう

いったものを踏まえて、ちゃんと勝てるであろう計画を見ながらやっている次第でござ

います。 

こうしたそれぞれのコンポーネントというか、各デバイスあるいはコンポーネント単

体での競争力もございますけれども、やはり今後Ｏ-ＲＡＮが普及していくと、全体とし

て、これまで、例えばノキア、エリクソン、こういったところが、ある意味セット販売で

あるがゆえにベンダーロックインをかけて、であるがゆえに高い付加価値をオペレータ

ーから得ているような要素は、多分にあると思います。 

そうした中で、オープンＲＡＮが入ってきて、各ベンダーが組み合わさって、そうする

と、セット販売から抜けている、そのスイッチングコストが当然オペレーターにはかかる

わけですけれども、そこが切り替わったときには、恐らく、ある意味、価格が崩れてくる

という面があろうかとは思います。 

そうしたときに、旧来の欧州勢なり、そのベンダーロックインをかけていたところの事

業者さんの価格というか競争力がどうなっていくのかというのが、ここは市場という観

点から見ると、そこの競争がまた出てくることにはなってくると思います。 

そうしたことから、必ずしも今この瞬間、各コンポーネントの競争力あるいはそれをち

ゃんとＯ-ＲＡＮで結びつけたときに競争力を持つのかといったあたりが、またＯ-ＲＡ

Ｎが展開することによって市場は変わってきますので、なかなか難しい面はございます

けれども、例えば今回の技術開発のテーマの中でも、ある種、省エネルギーとか、そうい

ったところにも寄与する研究開発というのがございます。 

それで、今後まさに通信分野においても、エネルギーというのは、一つの制約要件にも

なり強みにもなる面がございますので、そうした性能面での強みといったものも、システ

ムの中でしっかりと組み込まれていくようなところも考えながら、引き続きマネジメン

トもしていくということかなと思います。 

【川原委員】ありがとうございます。理解しました。先行開発もやられているようなので、

高機能、高性能で、海外が作れないような高機能なものを作って、それを標準化につな

げて勝てるような政策になるといいなと思います。よろしくお願いします。 

【事務局】ありがとうございます。 

【下條座長】ありがとうございます。いかがでしょうか。 

【原田委員】５ページ目ですが、確かに高機能という解もあるとは思っているのですが、多

分Ｏ-ＲＡＮでやるならば、左側の無線部に対するインターフェースが規定されているだ

けだと思いますけれども、せっかく高機能なものを使うならば、日本のものであるなら

ば、この無線部を少しパソコンのマザーボードのように、その中もインターフェース化

して、うまく日本でいろいろと作られた、いわゆるコンポーネントがつなぎやすくなる

ような、そういったところも、本来ならば強みが出てくるような気がします。 

エネルギーとインターフェースという、このつなぎやすさと参入しやすさ、この２つの
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ところを全て自分たちの強みのところに合わせて作っていくというのも、多分あるかと

思いますけれども、それぞれのプロジェクトリーダーの方は、作られることでかなり頭が

いっぱいになってしまって、なかなか現状が見えにくいところもあるので、そのあたり、

例えば経済産業省様のほうが、少しサゼスチョンをするとか、場を提供するとか、そうい

ったところを、少し柔らかく考えていくということを、普及促進のために、そういったデ

ィスカッションする場の提供等をしていただければいいかなと思いながら見ておりまし

た。 

いろいろ勝てる方法はあると思いますけれども、よく考えないといけないというとこ

ろは難しくて、１人では考えづらいなと思っているところはあります。 

【事務局】ありがとうございました。まさに先生御指摘のとおり、せっかく強みを持って、

まさに事業者の皆様がそれぞれの強みを伸ばす形で研究開発をされているところを、

我々日本勢として、どのようにしっかりとその強みを市場獲得につなげていくか、これ

は、この研究開発支援だけではなくて、政策対応、いろいろな形での政策対応、まさに

省エネ推進というところもそうかもしれませんし、そうしたものがガラパゴスになるこ

となく、しっかりと国外の市場も海外の市場もとっていけるような環境作りというもの

を、政策対応として、ほかのいろいろなやり方も含めて、どのように進めていくかとい

うことだと思いますし、かつその研究開発をされている事業者さんに対しても、そうし

た俯瞰的な視点をお持ちいただけるような取組も大事だという形で、今の御指摘を承り

ましたので、またしっかりと今後の政策に反映させていただくべく検討を進めてまいり

たいと思います。ありがとうございます。 

【下條座長】そのあたり、ぜひよろしくお願いします。これは、ここの図を見ると、アプリケ

ーションも入っていますので、ある意味では、そういうところとすり合わせながら、早

くいいチームを作ることができると一番いいですよね。 

そういう意味では、今回、楽天さんの位置づけというのはすごい重要ですけれども、そ

の辺も、何か意識していただいてうまくやるといいかなと思いました。 

【事務局】ありがとうございます。 

【下條座長】ありがとうございます。時間が来てしまいましたので、次のテーマに、まず一

旦行きたいと思います。 

 

＜先端半導体製造技術の開発＞ 

【下條座長】ここで先生方の御意見を伺いたいと思いますがいかがでしょうか。川原先生、

お願いします。 

【川原委員】御説明ありがとうございました。Ｂｅｙｏｎｄ２nmについてですけれども、つ

い最近、Rapidusの設立等がありまして、この Rapidusとの関係、産総研でもやられてい

るのですが、この関係については、Rapidus はＢｅｙｏｎｄ２nm の事業会社で、産総研

は研究開発、試作とか、そういうところを担うという位置づけなのでしょうか。 

【事務局】大きくは御理解のとおりでございます。Ｂｅｙｏｎｄ２nmプロジェクトにつきま

しては、まず、こちらの、今日も御説明いたしましたような産総研でのパイロットライ

ンを構築するところで、これに必要な構造の技術開発ですとか、これに必要になってく

るような材料の技術開発というふうなもの、始めているところではございますけれども、
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政府全体の目標といたしましては、研究開発だけで終わらせるのではなく、量産化を実

現していくというところでございます。 

その量産化を担う主体が、今回 Rapidus であるということを決定したということでご

ざいまして、こうした Rapidus、民間企業で実装していくという話と、産総研を初めとす

る国内にいらっしゃいます様々な研究機関、大学の持っていらっしゃるリソースを最大

限使いながら、それを民間に実装していくという取組を両輪で進めていきたいと思って

ございます。 

【川原委員】何となくですけれども、Ｂｅｙｏｎｄ２nmって、まだ日本になくて、ＩＢＭさ

んの技術と一緒に、これからＩＢＭと一緒にやっていくという話ですけれども、何かそ

こと、また産総研でもやるというところが、ちょっとどうなのかなと思っていまして、

あと、製造装置についても、やはりプロセス依存があるものですから、本当に量産に使

われるところで使ってフィードバックを受けたほうがいいと思うので、例えばＩＢＭと

の共同開発の中に、その装置を提供して評価してもらうとか、そういうフィードバック

のほうが、装置メーカーさんとしても、直ビジネスにつながるという感じがするのです

が、そこを産総研からフィードバックを受けるというところが、効率がどうなのかなと、

ちょっと思いまして、コメントしました。質問にも書いたのですが、何となく答えが釈

然としなかったものですから。 

【事務局】ありがとうございます。まさしく両面あると思ってございまして、Rapidusは民間

に実装していく立場でございますので、一部民間事業者として他との差別化、カスタマ

イズというが発生していくと思われます。それに合わせていただくのは、多分 Rapidus

でやり取りをしたほうがよかろうとかという部分もございますけれども、他方で、多分

製造装置メーカーからすれば、Rapidus以外の顧客も見据えた、比較的共通的な技術開発

という部分で言えば、Rapidusに特化はしない、産総研ですとか、もしくはそれ以外の研

究機関、imecとかアルバニーとか様々ございますけれども、多分現在、既にそうではご

ざいますけれども、どちらかに、全部ではなくて両方やるというのが基本だと思ってご

ざいますので、その両面はあろうかと思っているところでございます。 

【川原委員】分かりました。 

【下條座長】ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。 

これは、先ほどありましたように、やはり全体統合というのは、まずはつくばで行って

いくということですか、産総研の。 

【事務局】こちらの産総研のプロジェクト自身は、パイロットラインの構築をいたしまして、

その中でできる材料といったようなもののプロジェクトは、こちらで行っていこうと思

ってございます。 

他方で、全体統合というような量産を見据えてということでございますと、そちらは最

初から Rapidusで始めていくという、その両面でございます。 

【下條座長】分かりました。平本先生、お願いします。 

【平本委員】半導体、これだけ多くの投資が行われていて、本当に一昔前と大分変わったな

という印象です。 

まず、言葉ですけれども、「先端半導体」という言葉がよく使われていますが、恐らく

正確には「先端ロジック半導体」ですよね。今回の資料を注意して見ていましたけれども、
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しっかり「ロジック」と書いてあるところもあれば、単に「先端半導体」とだけ書かれて

いるところもあって、メモリですとか、それ以外にも先端半導体というのはいっぱいある

のですが、単に「先端半導体」と書くことで、ロジックだけを意味するという使われ方が

非常に多いんですね。マスコミの報道とかを見ていると、「先端半導体」は台湾にしかな

いかのように報道されていますけれども、それは誤りで、「先端ロジック半導体」が、台

湾が強いというだけで、メモリについては、日本も含めていろいろなところで行われてい

ますので、まず言葉に気をつけるべきではないかと思います。それが１つです。 

それから、このプロジェクト、最初の荻野様の発表の中で、どんどん改定していって、

新しいプロジェクトを起こしているという話がございました。これは、フレキシブルに、

そのとき、そのとき、最もよいところに対応できるという意味も含まれているんですか。

改定というのはどういう意味なのでしょうか。 

【事務局】ありがとうございます。まず、言葉の遣い方につきましては、まず「先端半導体」

という、経済産業省がやっているときにつきましては、ロジックだけのことを指してい

るものではございませんでして「先端半導体」という言葉を使っているときには、「メモ

リ」ですとか、それ以外も含み得るということで考えてございます。その中でロジック

に特化して行っているプロジェクトにつきましては、「先端ロジック半導体」というふう

な言い方をしておりまして、そこは、さらに徹底をしていきたいと思っております。 

【平本委員】それは、ぜひお願いします。今回の資料でも混ざっているようで、ロジックだ

けを指しているのに「先端半導体」と書かれている箇所が散見されますので、それは、

ぜひ気をつけてほしいと思います。ありがとうございました。 

【事務局】今の改定の部分につきましては、おっしゃるとおりでございまして、まさしく行

っているプロジェクトの進捗を管理しながらステージゲートで直していくというものも

ございますけれども、他方で、今までに着手していなくても、必要となってくれば改定

をしながら、予算の重点配分をしっかり考えながら、必要なプロジェクトを立ち上げて

いくという考え方でございます。 

【平本委員】ありがとうございます。そういう意味で、フレキシブルに、これだけ大きなプ

ロジェクトが運用されるのは、恐らく新しいと言いますか、仕組みも大分変わって、経

産省さんも非常に工夫をされているんだなと思います。そういう意味で、非常によいと

思います。 

特に Rapidus のことが 11 月に大々的に公表されましたので、Rapidus、それから新し

くできるＬＳＴＣの設立、これによって過去のプロジェクトも影響を受けないわけがな

いということですので、どのように切り分けて、参加する人をどのように切り分ける、あ

るいは一緒にするというところの交通整理をよくしていただいて、日本としてトータル

で強みが発揮できるような仕組みをぜひ作っていただきたいと考えています。私のコメ

ントは、以上でございます。 

【事務局】ありがとうございます。おっしゃるとおりでございまして、私たちが始めたプロ

ジェクトが、最初に始めたとおりそのままというわけではないと思ってございます。そ

のためにも、既に発表しておりますとおり、日本版ＮＳＴＣ、ＬＳＴＣという名前で、

産総研も参画するような形の新しい組織体制を作っていこうとしてございまして、そう

した中で意図は、既に行っているプロジェクト、これは経産省のプロジェクト以外にも
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ございますし、また経産省が行ったプロジェクトでなくても独自にやられているプロジ

ェクト、様々ございますけれども、そういったプロジェクトの各種 IPも、ノウハウも知

見も、これは最大限活用させていただかないと、今からそれを無駄に、もう一個作って

いる時間はございませんので、そういった思想の中で、国内または海外もですけれども、

あらゆるリソースを最大限使っていきたいと思ってございます。 

そのために、前工程プロジェクトからしっかりと進めながら、この Rapidus に使うも

の、他方で Rapidusだけではなく、また、おっしゃっていただいたように、先端は、別に

ロジックだけではございませんので、Rapidus以外にも、この前工程プロジェクトが、ど

う発展していけるかというところは、展開を広げていきたいと思っているところでござ

います。 

【平本委員】ありがとうございます。 

 

 

＜講評＞ 

【賀川委員】コメントをしなくてすみませんでした。皆様、諸先生方の御意見を拝聴しまし

て、私も本当に全くそのとおりだなというところで、非常に感嘆とさせていただきまし

た。 

まず、今日のお話の中で挙がっていた、ポスト５Ｇの通信システムのところ、Ｏ-ＲＡ

Ｎの開発という部分ですけれども、ソフトウエア化、仮想化が進んでいく中で、やはり汎

用機器等の組み合わせという部分が、今後どんどん増えていく。そういうような形でいく

と、素人的な解釈で、それは違うよということがあるかもしれないのですが、分かりやす

く言うと、やはりコンピューターで言うところの、かつてのＤＯＳ/Ｖなんかでの標準化

というところなどを見ていくと、非常に分かりやすいのかなと思いました。 

何が言いたいのかと言いますと、やはり個々のパーツ、もしくは汎用機器の組み合わせ

のマッチングとか、そういったところ、国内で開発されているようなＯ-ＲＡＮという部

分においては、標準化を進める一方で、やはり高付加価値化を求めていかなければならな

い。そうした過程の中においては、やはり動作の高速性とか安定性とか、そういったもの

もそうですけれども、ほかの機器との相性、接続性を確保する、そういったところも非常

に重要なのかなと。 

これまで頂いた資料とかも一通り拝見させていただいてみて、各企業様、その辺のとこ

ろは非常に展望を持って、非常に明確な経営の目標を持って開発を進めているところも

ありますし、諸先生方の御意見なども反映することによって、より完成度を上げられるの

ではないかなと、そういった期待感を持ちました。 

半導体の部分のところに関しましては、これは、ちょっと質問しようかなと思っていた

ところもありましたけれども、諸外国の研究開発の動向など、資料の５ページを拝見させ

ていただいたのですが、個々にターゲットが異なっているかなという部分もある一方で、

やはり中国が非常に不気味な存在である。まあ半ばほぼ締め出されているような状況下

において、そのハンディキャップを克服するのは非常に困難を伴うというのは分かって

いるのですが、やはり中国の怖さという部分は認識しなければいけない。 

あとは、お隣の韓国、サムスンという非常に強力な企業もありますけれども、そこら辺



 12 

が、やはり競争相手にもなってくる一方で、隣国でもあるという部分で言うと、やはりア

ウトプット、その研究成果の活用という部分においては、もしかしたら協調するとか、そ

ういったようなところも考えていくべき相手でもある。日本の半導体産業においても、非

常に有力な顧客でもあったりしますので、そういったところも含めて、今後、もし御教授

いただけるところがあれば、私としても非常に参考になるかなと考えています。 

私からは、以上でございます。 

【川原委員】今日はどうもありがとうございました。 

僕は半導体のところをコメントさせていただきますが、半導体については、日の丸半導

体の復権につながるような幅広い技術開発で、ロジック半導体、それから装置、実装技術

にまで、非常に幅広い取組をされていて、本当に日の丸半導体の復権につながるといいな

と思っております。 

特に、ロジック半導体のところは、投資額も大きくて、ぜひここも勝っていただきたい

のですが、Ｂｅｙｏｎｄ２nm、この先のことを考えると、やはりナノシートとか材料の研

究開発というのは、その次のやつはどうするの、というところになると、新しい材料だと

か、ものが入ってくると思うので、ここは、産官学も連携するような、もっと幅広い取組

が必要ではないかなと思います。 

特に、半導体産業の復権を考えると、半導体人材というのも非常に重要なので、そこを、

やはり文科省さんも動かれて、今後強化していくというような話も聞いておりますけれ

ども、実際、半導体研究って、簡単には増えてこないと思っているのですが、そういうと

ころもやっていかないと、人材の供給とかも含めて、日本の日の丸半導体の復権というの

は、なかなか難しいかなと思っているので、ぜひそこら辺も含めた取組になっていただい

て、復権していただければいいなと思っております。それを非常に大きく期待しておりま

す。以上です。 

【原田委員】本日は、どうもありがとうございました。まず、経済産業省様が５Ｇシステム

の基盤強化に向けて、このようなプログラム、基金を設置するということに関しても、

非常に高く評価させていただいております。 

開発テーマもポスト５Ｇの位置づけも、非常にいい、高く評価できると私は思っていま

す。ただ、先ほど私質問させていただきましたが、５Ｇが始まって３年間過ぎるところで、

それで、様々な利活用、ビジネス、実証等も行われているところから、課題も明確になっ

てきている部分もあると思っています。 

実は、ジェネレーションというのは非常にシンプルで、大体５Ｇで言うと 2024年まで

は、いろいろな角度で味見をして、2025 年以降で、５Ｇを代表するアプリ，端末，シス

テムが大体出てくるというふうに、４Ｇのときも３Ｇのそうだったと思っています。 

なので、現状この３年間を見ても、例えばメタバースとかＷｅｂ3.0とか、中央集権ネ

ットワークから、今度は分散型のネットワークの対応に、少しずつ無線もなりつつあると

いうことで、この新しいムーブメントにどれだけ対応できると考えているのか、それぞれ

の研究開発の方が、ですね。新しいムーブメントは、まず理解をしているのかというとこ

ろも含めて、研究開発の戦略は微調整をする必要性はあるのではないかなと思っている

部分があります。 

あと、日本の強みのユースケース、次世代のＩＴＳとか、地域モビリティの活性化とか、
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本来やらないといけないことがいろいろあるのですが、この研究成果をどのように利活

用していくのかというのを検討する必要性があるかなとも思っています。 

あと、もう一点ですけれども、28ギガも含めたミリ波が、やはり 2020年の初頭という

のは、かなり利活用の期待が高かったのですが、現実、基地局は、世界中を見ても整備さ

れているとは言えず、これは、ちょうど 60GHzの無線ＬＡＮが、技術的にはできたのです

が、あまりビジネスとして活性化しなかったのに、すごく似ている部分があるかなと思っ

ています。これは、ちょうど 2010年前後にあった話ですけれども。 

なので、逆にこれはチャンスでもあるので、せっかく今回、高周波のものを幾つかつく

っているので、先ほどの視点ですね、キーワードとしてはつなぎやすくて、あと、つなが

りを世界に先んじて供給することができるという日本の強みを生かして、高周波のビジ

ネスを、少し考えていく必要性があるかなとも思っている部分があります。 

とにもかくにも、私ＩｏＴをやらせていただいて思ったのは、日本の企業は、どうして

も独り勝ちすることを考える方が多かったですね、ＩｏＴのときには。でも、やはり５Ｇ

というのは、独り勝ちはちょっと難しくて、チップベンダー、セットベンダー、ネットワ

ークベンダー、測定器ベンダー、認証機関等が、うまくエコシステムを考える必要性があ

ると思っていますので、やはり研究開発者の責任者が集まって、ある程度の軌道修正を行

う必要性はあるかなと考えています。 

最後、これ一点ですけれども、これだけの規模の予算を使って、さらにこのコロナ禍で

もいろいろ使わせていただいている事業であるということを考えると、少し気になって

いるのは、やはり今回のこの事業を受けた企業さんで、もう少し新規雇用の創出とか、今

一番重要なのは、５Ｇ技術者がものすごく少ないという問題で、我々も５Ｇ、６Ｇの研究

をやっているのですが、なかなか、特に中堅どころの会社さんが、皆さん大分研究開発を

やめてしまっていて、少し裾野を広げる必要性があるかなと思っていますので、例えば５

Ｇ関連技術者、外注する中小企業、かなり減ってきている現状があるので、このあたり、

受託されている方は、日本全体の企業の底上げも、５Ｇ技術者を増やすという観点も、少

し考えていただきたいなと思っているんですね。 

これから、中間評価が終わって後半をやると思いますけれども、この視点を少し加味し

ていただくと、この事業が終わった後も、５Ｇの技術者が増えて、６Ｇに向かって、より

シームレスにつながっていくのではないかなと思っている部分があります。 

以上になります。どうもありがとうございます。 

【平本委員】先ほど少し意見を述べましたけれども、もう少し半導体のことについて述べま

すと、とっても長いスパンで経産省は半導体についていろいろ考えていらっしゃって、

ステップ１、ステップ２、ステップ３と言うのでしょうか、まず、台湾を誘致しました。

それから、ＩＢＭと組んで、２nmで、しかも量産する会社を日本で作りましょうと。さ

らにステップ３もあるわけですけれども、この取組は、私、最初のころは、情報も少な

かったということもあって、理解できなかったのですが、これは、よくこれだけの仕組

みが立ち上がりつつあるなというふうに思っています。 

言葉で言うと、「半導体の復権」と簡単に言えますけれども、実は、全く簡単ではなく

て、Rapidusができたとしても、全然簡単ではないです。これは、多分物すごく大変なこ

とになります。 
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それから、国の予算もかなり投資されることになって、いろいろな意味で説明責任が求

められるようになるということ。 

それから、人材の話が出ましたけれども、ネットワークやポスト 5Ｇの人材が少ないと

いうお話がありますが、半導体人材は、もっと少なくて、それは、プロセスデバイスだけ

ではなくて、設計する人が要る、それから、最もいけないのは、半導体を使ってビジネス

をやってやろうと思う人が、日本に全くいないことです。全てのレイヤーにおいて、今、

人が減ってしまっているというのが問題ですね。 

それから、量産する工場ができればよいという話では、全くないということです。それ

が分かった上で、今回 Rapidusができるのだと、私は理解していますので、その中身と、

それから、今後の取組に非常に注目をしているところです。 

私も、この取組には、全面的に協力していきたいと考えています。以上です。 

【下條座長】ありがとうございます。私も最後に、皆さん方の御意見に、全く賛成で、特に僕

も今回、これだけ大きなプロジェクトが進んでいるということを、改めて勉強させてい

ただいて、経産省の皆さんの努力に敬服いたします。 

それで、最後、一言だけ付け加えるとすると、たくさんの方々が今おっしゃっていまし

たが、やはり人材の維持というのは、実は非常に、どうしてもやはりこういう予算の波風

にさらわれて一回減ると、もう戻すのはなかなか難しいというところがあって、難しいと

きでも、やはりベーシックに投資し続けることができないと、人材というのはなかなか続

かないところがあると思います。 

今回も、先導等で大学等も絡めて投資していただいているところですけれども、やはり

文科省も含めて、日本全体でこれをカバーするような政策につながるといいかなという

ふうには思っております。 

もし何か、先ほどの御意見を受けて、さらに答えることがあればお願いしたいと思いま

すけれども、いかがでしょうか。 

【事務局】ありがとうございます。半導体を担当しています荻野と申します。 

まさしく御指摘いただいたところは、全て重要なポイントだと思ってございます。まず

は、中、韓の関係でございますけれども、当然法令、輸出管理等、それは最低限でござい

ますので、しっかりと対応しながら、他方で、市場としての中国であるとか、もしくは供

給源としての中、韓というのは、日本にとっても不可欠でございますが、今やサプライチ

ェーンをどこか１か国で全て閉じ切るというのは不可能でございますので、そうした中

で、それぞれの国としっかりと必要な連携はしていきたいと思ってございます。 

また、人材の関係、様々いただきました。本日は、今回のポスト５Ｇプロジェクトの中

では、必ずしも取り組んでございませんので説明はいたしませんでしたけれども、予算事

業、もしくは予算に関連しない事業といたしまして、人材育成に取り組んでいるところで

ございます。 

他方で、まだ始めたばかりですので、これからというところではございますが、まずは

地域ごとに、各地域に必要になっていく人材の立ち上げというのもやってございますが、

これをさらに展開しまして日本全体にということ、かつ、御指摘にありましたとおり波風

という中でも、引き続き半導体もしくはデジタル業界に関心を持っていただけるような

根っこというものをしっかり作っていけるような取組を展開していきたいと思ってござ
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います。ありがとうございます。 

【下條座長】ありがとうございます。積田室長、お願いします。 

【事務局】ありがとうございます。御指摘いただきました、まさにエコシステムを作ってい

くというところで、これにはいろいろな形で、まさに研究開発に携わっている方々にも、

いろいろな視点を持っていただきながら、私どもも、そういった皆様をつなげて、ぜひ

新たな市場を立ち開いていくという気概を持ってやっていただけるように、様々な環境

整備も含めて取り組んでまいりたいと思います。今日は貴重な御意見を、どうもありが

とうございました。 

 

 

（５）閉会 

  事務局から、評価コメント票の提出期限を２０２２年１２月１２日とすることを確認し

た。また、次回の第２回評価検討会の開催方法について説明した。 

 

以上 
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商務情報政策局 情報産業課 
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